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地域振興部 地域振興課 

 

都城市総合文化ホール指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市総合文化ホールの指定管理者については、次のとおり候補となる団体を非公

募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    都城市文化振興財団・舞台事業組合共同事業体 

    （構成団体）・公益財団法人都城市文化振興財団 

          ・宮崎県音響照明舞台事業協同組合 

 

 （２）代表者名 

    （代表団体） 公益財団法人都城市文化振興財団 理事長 児玉 宏紀 

 

 （３）所在地 

   ・公益財団法人都城市文化振興財団  都城市北原町１１０６番地１００ 

   ・宮崎県音響照明舞台事業協同組合  宮崎市大字本郷北方２７５３番地５ 

 

 （４）設立年月日 

   ・公益財団法人都城市文化振興財団  平成１７年２月１日 

   ・宮崎県音響照明舞台事業協同組合  平成９年９月１９日 

 

 （５）従業員数 

   ・公益財団法人都城市文化振興財団  ２０名 

       （職員７名、常勤職員６名、契約職員５名、パートタイム職員２名） 

   ・宮崎県音響照明舞台事業協同組合  組合加入事業所従業員総数１２５名 

                    （うち都城市総合文化ホール常駐６名） 

 

 （６）業務内容 

   ・公益財団法人都城市文化振興財団 

    ① 文化振興事業の企画、制作及び実施に関する業務 

    ② 施設等の利用許可に関する業務 

    ③ 利用料金の徴収及び還付等に関する業務 

    ④ 施設の維持管理、保守及び修理に関する業務 

    ⑤ 事業計画書及び収支予算書作成に関する業務 
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    ⑥ その他の業務 

   ・宮崎県音響照明舞台事業協同組合 

    ① 文化施設舞台業務等の共同受注 

    ② 文化施設管理運営業務 

    ③ 文化施設で実施される事業の企画制作運営 

    ④ 組合員の取扱う機材等の斡旋 

    ⑤ 組合員の経済的地位の改善のためにする団体協約の締結 

    ⑥ 組合員の事業に関する経営及び技術の改善向上又は組合事業に関する知

識の普及を図るための教育及び情報の提供 

    ⑦ 組合員の福利厚生に関する事業 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市総合文化ホール 

（都城市北原町１１０６番地１００） 

敷地面積：１５，５９０．７㎡ 

延床面積：１６，６８８．５㎡ 

（ＲＣ造、一部ＳＲＣ造、一部Ｓ造・地上

４階、地下２階） 

都城市総合文化ホール第２駐車場 

（都城市栄町４４３４番４、外） 
敷地面積：４，６０８．１８㎡ 

都城市総合文化ホール第４駐車場 

（都城市北原町１１０６番地１９） 
敷地面積：２，２１９．４１㎡ 

 

 （２）業務概要 

   ・施設管理に関すること 

    ① 施設等の維持管理、保守及び修繕に関する業務 

    ② 危機管理等に関する業務 

    ③ その他の施設管理に関する業務 

   ・施設運営に関すること 

    ① 文化振興事業（公演鑑賞型事業、普及啓発型事業、地域貢献型事業）の

企画、制作及び実施に関する業務 

    ② 指定管理者の責任において行う自主事業の企画、制作及び実施に関する

業務 

    ③ 施設、設備及び備品（以下「施設等」という。）の運用規程策定に関する

業務 
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    ④ 施設等の利用許可等に関する業務 

    ⑤ 利用料金の設定、徴収、還付等に関する業務 

    ⑥ その他の施設運営に関する業務 

   ・その他の業務に関すること 

    ① 事業計画書及び収支予算書の作成に関する業務 

    ② 各種報告書の作成に関する業務 

    ③ 指定管理期間終了に当たっての引継ぎに関する業務 

    ④ 関係機関との連絡調整に関する業務 

    ⑤ その他必要があると認められる業務 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

    都城市文化振興財団は、平成２３年度以降、より充実した管理運営を目的に、

舞台事業組合との共同事業体として指定管理に従事し、さまざまな市民を対象

とした取組を積極的、計画的かつバランスよく実施することにより、指定管理

者として高度な経営ノウハウの蓄積とともに、企画運営能力を着実にレベルア

ップさせている。 

    本施設が市民の生活文化及び文化芸術の振興を図るとともに、創造的な文化

芸術活動を通じ、心豊かな地域社会の発展に寄与するためには、市がその目的

のために出資し、良好な管理運営を続けている第三セクターに運営を担わせる

ことが最も適当であると判断できること、また、常に良好な管理運営がなされ、

かつ施設利用者の満足度が十分に達成されていることから、非公募により都城

市文化振興財団・舞台事業組合共同事業体を指定管理者とするものである。 

 

 （２）申請書類の審査結果 

   ・住民の平等な利用の確保について 
    市の管理運営方針及び施設の設置目的を十分理解し、都城市文化振興計画と

の整合を図りながら管理運営方針を定めている。また、市民の平等な利用を確

保するため、関係法令、利用ルールの遵守や、様々なメディアを活用した情報

提供及び年齢、性別、障がいの有無にかかわらず誰もが心から楽しめる使いや

すい環境づくりのためのサービスが図られている。 

 
   ・施設の効用の最大限の発揮について 
    利用者の利便性を考えた開館時間延長や、セルフモニタリング等により利用

者のニーズを把握し、施設の運営に反映させる取組の提案がなされている。ま
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た、施設の設備・機能の有効利用、利用実態に即した利用料金の提案、利用者

を増やすための広報・ＰＲ対策、文化振興事業の具体的な提案等、ハード・ソ

フト両面から施設の効用を最大限に発揮させる計画が練られている。 

 

   ・経済的な管理運営と適正な経費配分について 
    省エネルギー・省資源の具体的な提案等、環境に配慮した管理運営策が提案

されている。また、委託業務については仕様書や契約手法の見直し、地元企業

の活用等によるコスト削減が図られている。 

    今後、経年劣化による修繕についても、簡易な修繕については指定管理者や

常駐業者で対応する等、経費削減についての提案がなされており、経済的な管

理運営が期待できる。 

 
   ・地域に貢献する取組の確保について 

    市民参加型事業の制作や社会的包摂、地元商店街や観光協会に加盟すること

によるまちづくりへの参画、地域の文化団体と連携した公演を実施するなど、

文化活動を通じて、地域社会の絆の維持や強化を図るとともに、共生社会の実

現に資することを目的とした地域貢献型事業が提案されており、地域への貢献

が期待できる。 
 
   ・管理運営能力について 
    共同事業体の代表団体である都城市文化振興財団は、平成２４年１月に公益

財団法人の認定を受け、組織としての信頼性を高めており、財務状況は極めて

健全である。また、総合文化ホール開館以来１７年間にわたっての指定管理者

としての豊富な実績に、新たな創意工夫を加えることにより、より充実した事

業やサービスの提案がなされている。 
    構成団体の舞台事業組合は、現在、県内１０社が加入し、県内の主な９ホー

ルの舞台技術、運営管理業務、６ホールの舞台機構、設備保守点検業務を受託

するなど、本県の文化芸術を技術的な面から支えており、財務状況は良好で健

全な経営が行われている。当ホールの管理運営においても民間企業の考え方や

ノウハウを活かし、専門的な立場から、より効率的な管理運営が提案されてお

り、共同事業体としての相乗効果が期待される。 
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   こども部 こども政策課 

 

都城市梅北児童館指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市梅北児童館の指定管理者については、次のとおり候補となる団体を公募によ

り選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    特定非営利活動法人子育てネットおひさまとはらっぱ 

 （２）代表者名 

    森山 和江 

 （３）所在地 

    都城市蓑原町３１１１番地５５ 

 （４）設立年月日 

    平成２４年４月６日 

 （５）従業員数 

    正会員１５名 サポーター会員１０名 

 （６）業務内容 

    子どもの健全育成を図る活動 

    社会教育の推進を図る活動 

     まちづくりの推進を図る活動 

     地域安全活動 

    男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

    人権の擁護又は平和の推進を図る活動 

    保健、医療又は福祉の増進を図る活動 

    学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 

    情報化社会の発展を図る活動 

    環境の保全を図る活動 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市梅北児童館  敷地面積：１，１９８．０２㎡ 

-39-



 
 
（都城市梅北町６３０２番地１）  延床面積：２１３．８４㎡ 

 

 （２）業務概要 

①健全な遊びを通しての児童の集団的及び個別的な指導に関する業務 

②子供会、母親クラブ等の児童に関する地域組織の育成助長に関する業務 

③地域に関わる児童の健全育成に必要な活動に関する業務 

④その他児童館の設置の目的達成に必要な業務 

⑤児童館条例第８条に掲げる業務 

⑥指定管理者の行った処分に対する苦情の受付、処理及び訴訟に関する業務 

⑦その他市長が必要と認めた業務  

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 

   ①申請団体数 

    １団体 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和５年５月１６日           第１回選定委員会開催 

令和５年６月１日～令和５年７月２１日  募集（広報都城６月号、市ホー 

                    ムページへの掲載） 

    令和５年７月５日            事前説明会 

    令和５年７月１０日～令和５年７月２１日 申請書類受付 

    令和５年８月３０日           第２回選定委員会開催、書類審 

査・面接審査 

    令和５年９月２９日           選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者      １人 

税理士      １人 

司法書士      １人 

民生委員      １人 

施設利用者代表      １人 

市課長職      ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和５年５月１６日及び８月３０日に都城市指定管理者候補者選定委員会
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において、書類審査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・

選考（総合得点方式）を行った結果、以下の理由で特定非営利活動法人子育て

ネットおひさまとはらっぱが指定管理者として適正であると判断しました。 

  

「選定基準１ 市民の平等な利用が確保されること」 

・子どもを真ん中にし、大人がそれを支えていく事をモットーにしていること。 

・相談窓口が設置されていること。 

・施設管理上の省エネの配慮とともに、目標を設定して子どもたちとＳＤＧs

の取組を実施している。また、子どもエコチャレンジ施設としての認定も得

ていること。 

 

「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 

・各種団体、学校、公民館等との連携において地域福祉の視点を重視している

こと。 

・行事やイベントを多く計画実施し、ＳＮＳを活用して情報発信していること、

中高生のボランティアの活用や地域活力を利用した農業体験の提案がある

こと。 

・地域のニーズ、児童の個別ケアの観点からも多彩な取組を行っていること。 

 

「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

・実績に基づき助成金や人的資源の活用が提案されており、適正な経費配分に

なっていること。 

 

「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を

有していること」 

・これまでの実績に基づく提案となっており、予算と事業計画との整合性も確

認できること。 

・地域福祉実践の実績や熱意が感じられ、積極的に地域住民、公民館、学校等

協力団体との交流を図ることで信頼関係を構築し、地域住民等の協力が得ら

れていること。 

 

「選定基準５ 地域に貢献する取り組みが確保されていること」 

・日ごろから地域や学校などとの情報共有を基に、事業への協力体制が構築さ

れており、地域との連携がなされていること。 

・地域のニーズ、児童の個別ケアの観点から多彩な取組を実践していること。 

 

「選定基準６ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 

・キャンプイベントの提案など自主性、協調性を学ぶ取組等が児童の育成に効

果が期待されること。また、事業実施にあたって各種連携機関、団体との情

報共有を行い、連携を図るとともに児童館をＰＲできていること。 

 

 （４）選定委員会における主な意見 
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  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、施設の特性を考慮し、事業計画の内容が施設の効用を

最大限に発揮するものであること、事業計画に沿った管理を安定的に行う物

的能力及び人的能力を有していること、その他、公の施設を管理させるに当

たり必要な基準に関する項目に重点的に配点を行った。 

  〈指定申請書記載事項について〉 

   ・これまでの実績に基づく提案である。 

   ・各種団体、学校、公民館等との連携など地域福祉の視点を重視している。 

   ・ボランティアと連携して実施するキャンプの提案があった。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 
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選定結果 

選定基準 配点 

採点結果 

審査項目 

一人当

たり配

点 

審査内容 

特定非営利

活動法人子

育てネット

おひさまと

はらっぱ 

１．市民の平等な利用が確保され

ること 
１７５ １２１．０ 

管理運営

方針等 
１５ 

市の管理方針を認識しているか。 

公の施設の設置目的を理解しているか。 

環境に配慮した取り組みをしているか。 

平等利用 １０ 
利用申込等が平等な利用を確保する提案がされているか。 

相談や苦情等の対応が提案されているか。 

２．事業計画の内容が施設の効用

を最大限に発揮するものである

こと 

２６６ １９４．６ 

利用の促

進 
２１ 

住民ニーズに基づく利用者増の提案がされているか。 

利用者増のための広報・ＰＲ対策を提案しているか。 

関係団体や地域住民との連携、交流の提案がされている

か。 

サービ

ス・利便

性の維持

向上 

１７ 

利用する児童や子育て当事者の声を聴き、適切に反映させ

る仕組みや、利用者サービスの向上について提案がされて

いるか。 

施設の維持管理、安全管理を的確に行えるか。 

施設の設備、機能等の有効活用について、提案されている

か。 

３．経済的な管理運営が図られ、

経費配分が適正であること 
７０ ５０．０ 経費配分 １０ 適正な経費配分の考え方について提案されているか。 

-
4
3
-



 

４．事業計画に沿った管理を安定

的に行う物的能力及び人的能力

を有していること 

３２９ ２２２．８ 

物的能力 ２０ 

安定した運営が可能な申請団体の財務状況か。 

類似施設を良好に運営した実績があるか。 

収支計画の積算根拠が明確で、実現可能なものか。 

収支計画と事業計画の整合性は図られているか。 

人的能力 ２７ 

組織体制、勤務体制、責任体制が確立されているか。 

利用団体の指導及び育成支援の提案がされているか。 

業務従事者の指導育成、研修体制及び接遇向上のための提

案がされているか。 

個人情報保護、情報公開及び労働関係法令等について十分

認識しているか。 

まちづくりへの熱意、申請団体（新規）の将来性、地域団

体や地域住民との融合性。 

５．地域に貢献する取り組みが確

保されていること 
７０ ５１．０ 地域貢献 １０ 

地域雇用の考え方が示されているか。 

地域貢献の取り組みが示されているか。 

６．その他、公の施設を管理させ

るに当たり必要な基準 
２１０ １４６．０ 

児童の育

成 
３０ 

子どもの発達の特徴を理解し、発達過程に応じた児童の健

全育成に関する方針が提案されているか。 

児童の集団的及び個別的な指導の提案がされているか。 

公の施設を管理するに当たりアピールしたいことが示さ

れているか。 

合計 １，１２０ ７８５．４  １６０  

〈参考〉：提案金額（単位：千円）  ５，６３１ （令和６年度） 

  ※提案金額をそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算査定等を経て市議会の議決により決定するものです。 

-
4
4
-



  事 業 計 画 書 概 要 版 
 

１ 市民の平等な利用に関すること 

 （１）管理運営方針等 

   ア 育児支援の拠点として、地域住民や行政、関係機関とネットワークを築き、子育 

    てしやすい環境づくりに努める。 

   イ 子どもの安全管理上の問題が発生した場合は迅速かつ適切な対応がとれるように

連絡体制を整えておく。 

   イ 児童虐待防止について関係機関と連携して継続的に支援する。 

 （２）平等利用 

   ア 障害の有無や住所地、所属の区別をせず、異年齢間の交流ができるよう配慮する。 

   イ 相談や苦情受付の窓口を設け、対応の手順や体制を整備し迅速に対応する。 

 

２ 施設効用の発揮に関すること 

 （１）利用の促進 

   ア 自然に恵まれた環境を活かし、地域の人の参加を得て、伝承遊びや農業体験、 

収穫祭等を行う。 

イ おたよりやＳＮＳを通して、日々の活動やイベント告知、子育て情報を発信する。 

 （２）サービス・利便性の維持向上 

   ア 利用者アンケートを行い、要望やニーズに合わせた企画やイベントを計画する。 

   イ 防災・防犯に対する計画やマニュアルを策定し、定期的に訓練を実施する。 

   ウ 自主事業として、ボランティアや地域の協力を得てキャンプを実施する。 

 

３ 経済的な管理運営に関すること 

   ア 各種の助成金・補助金を活用する。 

   イ 省エネを徹底し、施設の簡単な補修・修繕は職員やボランティアで行う。 

 

４ 安定的な施設の管理運営に関すること 

ア 館長責任の下、毎週１回スタッフ会議を開き事務連絡を密にして運営にあたる。 

イ 研修会、講演会に積極的に参加し知識を高める。 

   イ 守秘義務や個人情報の取り扱いに留意する。 

   ウ 隣接する公民館との連携を図り、世代間の交流の機会を増やす。 

 

５ 地域への貢献に関すること 

   ア 地元の人の雇用を積極的に行い若い人材を育成する。 

   イ 祭りへの参加、ごみ拾い、地域の畑を借りた農作物栽培など地域交流を図る。 
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６ その他、公の施設を管理するにあたり必要な基準に関すること 

   ア 発達障がい、療育、虐待など児童に応じた適切な支援ができるよう知識を深める。 

   イ 保護者から子育ての悩みを聞き、専門機関の紹介や情報提供を行う。 

   ウ 一人ひとりの子どもの特性に合わせた支援を学校・保護者・職員が共に考える。 
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   こども部 こども政策課 

 

都城市安久児童館指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市安久児童館の指定管理者については、次のとおり候補となる団体を公募によ

り選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    特定非営利活動法人こじぃの森・こどもの時間 

 （２）代表者名 

    本田 恭子 

 （３）所在地 

    都城市上水流町１６２４番地１ 

 （４）設立年月日 

    平成１５年１０月３０日 

 （５）従業員数 

    理事３名 監事１名 

 （６）業務内容 

    子どもの健全育成を図る活動 

    文化・芸術の振興を図る活動 

    人権の擁護又は平和の推進を図る活動 

    社会教育の推進を図る活動 

    まちづくりの推進を図る活動 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市安久児童館 

（都城市安久町２５４６番地１） 

 敷地面積：１，２９３．１２㎡ 

 延床面積：２１３．８４㎡ 

 

 （２）業務概要 

①健全な遊びを通しての児童の集団的及び個別的な指導に関する業務 

②子供会、母親クラブ等の児童に関する地域組織の育成助長に関する業務 
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③地域に関わる児童の健全育成に必要な活動に関する業務 

④その他児童館の設置の目的達成に必要な業務 

⑤児童館条例第８条に掲げる業務 

⑥指定管理者の行った処分に対する苦情の受付、処理及び訴訟に関する業務 

⑦その他市長が必要と認めた業務  

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 

   ①申請団体数 

    １団体 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和５年５月１６日           第１回選定委員会開催 

令和５年６月１日～令和５年７月２１日  募集（広報都城６月号、市ホー 

                    ムページへの掲載） 

    令和５年７月５日            事前説明会 

    令和５年７月１０日～令和５年７月２１日 申請書類受付 

    令和５年８月３０日           第２回選定委員会開催、書類審 

査・面接審査 

    令和５年９月２９日           選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者      １人 

税理士      １人 

司法書士      １人 

民生委員      １人 

施設利用者代表      １人 

市課長職      ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和５年５月１６日及び８月３０日に都城市指定管理者候補者選定委員会

において、書類審査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・

選考（総合得点方式）を行った結果、以下の理由で特定非営利活動法人こじぃ

の森・こどもの時間が指定管理者として適正であると判断しました。 

  

「選定基準１ 市民の平等な利用が確保されること」 

・ＳＤＧs への取組や児童クラブと連携した体験活動など多彩なイベントが企

-54-



画されていること。 

 

「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 

・ＨＰを活用し活動の周知を図り、小学校へのポスター掲示などしていること。 

 

「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

・これまでの実績を踏まえた提案となっており、助成金や補助金の活用がされ

ていること。 

 

「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を

有していること」 

・これまでの実績を踏まえた提案となっており、提案の実現性が高いこと。 

・熱意がうかがわれ、他の児童クラブも運営していることからノウハウを活か

した運営が見込まれること。 

 

「選定基準５ 地域に貢献する取り組みが確保されていること」 

・地域の郷土芸能復活への新たな取組が提案されており、地域住民と連携して

実施することが提案されていたこと。 

 

「選定基準６ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 

・放課後児童クラブの活動に児童館利用者が参加できる提案となっており、イ

ベントを通した子ども同士の交流の提案がされていたこと。 

 

 （４）選定委員会における主な意見 

  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、施設の特性を考慮し、事業計画の内容が施設の効用を

最大限に発揮するものであること、事業計画に沿った管理を安定的に行う物

的能力及び人的能力を有していること、その他、公の施設を管理させるに当

たり必要な基準に関する項目に重点的に配点を行った。 

  〈指定申請書記載事項について〉 

   ・これまでの実践を踏まえた提案となっている。 

   ・児童クラブと連携しイベントや体験活動を実施されている。 

   ・地域の郷土芸能の活動への取組について提案があった。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 
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選定結果 

選定基準 配点 

採点結果 

審査項目 

一人当

たり配

点 

審査内容 

特定非営利

活動法人こ

じぃの森・

こどもの時

間 

１．市民の平等な利用が確保され

ること 
１７５ １０５．０ 

管理運営

方針等 
１５ 

市の管理方針を認識しているか。 

公の施設の設置目的を理解しているか。 

環境に配慮した取り組みをしているか。 

平等利用 １０ 
利用申込等が平等な利用を確保する提案がされているか。 

相談や苦情等の対応が提案されているか。 

２．事業計画の内容が施設の効用

を最大限に発揮するものである

こと 

２６６ １６２．０ 

利用の促

進 
２１ 

住民ニーズに基づく利用者増の提案がされているか。 

利用者増のための広報・ＰＲ対策を提案しているか。 

関係団体や地域住民との連携、交流の提案がされている

か。 

サービ

ス・利便

性の維持

向上 

１７ 

利用する児童や子育て当事者の声を聴き、適切に反映させ

る仕組みや、利用者サービスの向上について提案がされて

いるか。 

施設の維持管理、安全管理を的確に行えるか。 

施設の設備、機能等の有効活用について、提案されている

か。 

３．経済的な管理運営が図られ、

経費配分が適正であること 
７０ ４０．０ 経費配分 １０ 適正な経費配分の考え方について提案されているか。 

-
5
6
-



 

４．事業計画に沿った管理を安定

的に行う物的能力及び人的能力

を有していること 

３２９ ２００．４ 

物的能力 ２０ 

安定した運営が可能な申請団体の財務状況か。 

類似施設を良好に運営した実績があるか。 

収支計画の積算根拠が明確で、実現可能なものか。 

収支計画と事業計画の整合性は図られているか。 

人的能力 ２７ 

組織体制、勤務体制、責任体制が確立されているか。 

利用団体の指導及び育成支援の提案がされているか。 

業務従事者の指導育成、研修体制及び接遇向上のための提

案がされているか。 

個人情報保護、情報公開及び労働関係法令等について十分

認識しているか。 

まちづくりへの熱意、申請団体（新規）の将来性、地域団

体や地域住民との融合性。 

５．地域に貢献する取り組みが確

保されていること 
７０ ４６．０ 地域貢献 １０ 

地域雇用の考え方が示されているか。 

地域貢献の取り組みが示されているか。 

６．その他、公の施設を管理させ

るに当たり必要な基準 
２４５ １５１．０ 

児童の育

成 
３５ 

子どもの発達の特徴を理解し、発達過程に応じた児童の健

全育成に関する方針が提案されているか。 

児童の集団的及び個別的な指導の提案がされているか。 

公の施設を管理するに当たりアピールしたいことが示さ

れているか。 

放課後児童クラブとの連携を踏まえた運営方針が提案さ

れているか。 

合計 １，１５５ ７０４．４  １６５  

〈参考〉：提案金額（単位：千円）  ５，５１９ （令和６年度） 

  ※提案金額をそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算査定等を経て市議会の議決により決定するものです。 

-
5
7
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  事 業 計 画 書 概 要 版 
 

１ 市民の平等な利用に関すること 

 （１）管理運営方針等 

   ア 子育て支援、子どもの心身を育成し情操を豊かにするための読書活動、文化活動 

や持続可能な社会づくりのための環境を考える活動、生活体験活動、防災プログラ 

ム、相談事業活動をしていく。 

 （２）平等利用 

   ア 公平性を確保し、どの個人や団体に対しても平等に対応する。 

   イ 利用者を第一に考え、苦情に対しては職員全体で迅速な解決を行う。 

 

２ 施設効用の発揮に関すること 

 （１）利用の促進 

   ア 市郊外の自然体験に適した環境で様々な企画を充実させる。 

イ 読書活動として市立図書館の利用を促し利用者と本の出会いを企画する。 

ウ 子育て中の保護者からの相談に応じ、内容により関係専門機関へ繋ぐ。 

エ ホームページに児童館だよりを掲載し、児童館活動の発信や情報発信に努める。 

 （２）サービス・利便性の維持向上 

   ア 子どもからやりたいことがでてきたら、一緒に考え実現できるよう支援する。 

   イ 地域座談会を開催し、行政や地域と協力をして要望に応えるようにする。 

   ウ 施設側の自己評価とアンケート調査などによる利用者評価を基に運営を改善する。 

エ 危機管理マニュアルを策定し訓練を実施する。 

 

３ 経済的な管理運営に関すること 

   ア 財団等へ助成金を申請し活用する。 

   イ 地域の人材や場所を活かした活動を展開する。 

 

４ 安定的な施設の管理運営に関すること 

ア 研究者や実践者を招き組織内研修を積極的に行っていく。 

   イ 守秘義務や個人情報の取り扱いに留意する。 

   ウ 職員が働きやすい環境を作ることに努め行動計画を策定する。 

   エ 様々な活動を通して地域に働きかけ地域全体で子どもを見守る体制をつくる。 

 

５ 地域への貢献に関すること 

   ア 中郷地区の団体との交流事業を実施する。 

   イ 地域の公園、六ヶ村城のごみ拾い。 

ウ 耕作放棄地を借りて、地域の協力の下、農作物の栽培・収穫をする。 
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６ その他、公の施設を管理するにあたり必要な基準に関すること 

   ア 子どもが遊びによって心身の健康を増進し、知的・社会的能力を高め、情緒を豊 

    かにするよう援助する。 

   イ 児童館と放課後児童クラブの子ども達が交流できるような大会を実施する。 

   ウ 防災に関するプログラムを実施して子ども防災士を育てる。 
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   こども部 こども政策課 

 

都城市下水流児童館指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市下水流児童館の指定管理者については、次のとおり候補となる団体を公募に

より選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    特定非営利活動法人桜ます 

 （２）代表者名 

    川内 智代子 

 （３）所在地 

    都城市山之口町富吉４４１０番地 

 （４）設立年月日 

    平成３０年６月５日 

 （５）従業員数 

    ２０名 

 （６）業務内容 

    保健、医療又は福祉の増進を図る活動 

    社会教育の推進を図る活動 

    学術、文化、芸術又はスポーツの復興を図る活動 

    環境の保全を図る活動 

    地域安全活動 

    人権の擁護又は平和の推進を図る活動 

    子どもの健全育成を図る活動 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市下水流児童館 

（都城市下水流町３２５２番地２） 

 敷地面積：５９６㎡ 

 延床面積：１９５．４３㎡ 

 

 （２）業務概要 
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①健全な遊びを通しての児童の集団的及び個別的な指導に関する業務 

②子供会、母親クラブ等の児童に関する地域組織の育成助長に関する業務 

③地域に関わる児童の健全育成に必要な活動に関する業務 

④その他児童館の設置の目的達成に必要な業務 

⑤児童館条例第８条に掲げる業務 

⑥指定管理者の行った処分に対する苦情の受付、処理及び訴訟に関する業務 

⑦その他市長が必要と認めた業務  

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 

   ①申請団体数 

    １団体 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和５年５月１０日           第１回選定委員会開催 

令和５年６月１日～令和５年７月２１日  募集（広報都城６月号、市ホー 

                    ムページへの掲載） 

    令和５年７月５日            事前説明会 

    令和５年７月１０日～令和５年７月２１日 申請書類受付 

    令和５年８月３０日           第２回選定委員会開催、書類審 

査・面接審査 

    令和５年９月２９日           選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者      １人 

税理士      １人 

司法書士      １人 

民生委員      １人 

施設利用者代表      １人 

市課長職      ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和５年５月１０日及び８月３０日に都城市指定管理者候補者選定委員会

において、書類審査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・

選考（総合得点方式）を行った結果、以下の理由で特定非営利活動法人桜ます

が指定管理者として適正であると判断しました。 
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「選定基準１ 市民の平等な利用が確保されること」 

・連絡協議会を定期的に実施し、各種連携団体・機関と情報共有を行う提案が

されていること。 

・環境基本方針が策定されており、それに基づき施設の運営が行われており、

リサイクル品を用いた工作など、エコ活動も実施していること。 

 

「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 

・利用者の利便性向上のため独自で駐車場スペースの確保を行っていること。 

・ＨＰ、ＳＮＳ等を活用して情報発信を行う提案がされていること。 

・こどもの気持ちに寄り添った支援を提供するような提案がされている。 

 

「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

・これまでの実績に基づいた提案となっていること。 

 

「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を

有していること」 

・児童クラブも受託しており、そのことにより職員の流動性を高め、職員数の

確保がされていること。 

・地域住民、民生委員、南九州大学等との連携がされていること。 

 

「選定基準５ 地域に貢献する取り組みが確保されていること」 

・地域の方を招待した行事のイベントを開催する提案がされていること。 

 

「選定基準６ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 

・子ども達一人ひとりの意見や話をしっかり聞くことや子ども達で組織するボ

ランティアの提案があり、様々な経験が期待できる。 

 

 （４）選定委員会における主な意見 

  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、施設の特性を考慮し、事業計画の内容が施設の効用を

最大限に発揮するものであること、事業計画に沿った管理を安定的に行う物

的能力及び人的能力を有していること、その他、公の施設を管理させるに当

たり必要な基準に関する項目に重点的に配点を行った。 

  〈指定申請書記載事項について〉 

   ・これまでの実績に応じた提案となっている。 

   ・子ども達で組織するボランティアの提案があり様々な経験が期待できる。 

   ・コロナ禍前は地域の団体と連携して行事を開催していた。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 
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選定結果 

選定基準 配点 

採点結果 

審査項目 

一人当

たり配

点 

審査内容 特定非営利

活動法人桜

ます 

１．市民の平等な利用が確保され

ること 
１７５ １２２．０ 

管理運営方

針等 
１５ 

市の管理方針を認識しているか。 

公の施設の設置目的を理解しているか。 

環境に配慮した取り組みをしているか。 

平等利用 １０ 
利用申込等が平等な利用を確保する提案がされているか。 

相談や苦情等の対応が提案されているか。 

２．事業計画の内容が施設の効用

を最大限に発揮するものである

こと 

２６６ １８０．４ 

利用の促進 ２１ 

住民ニーズに基づく利用者増の提案がされているか。 

利用者増のための広報・ＰＲ対策を提案しているか。 

関係団体や地域住民との連携、交流の提案がされている

か。 

サービス・

利便性の維

持向上 

１７ 

利用する児童や子育て当事者の声を聴き、適切に反映させ

る仕組みや、利用者サービスの向上について提案がされて

いるか。 

施設の維持管理、安全管理を的確に行えるか。 

施設の設備、機能等の有効活用について、提案されている

か。 

３．経済的な管理運営が図られ、

経費配分が適正であること 
７０ ４８．０ 経費配分 １０ 適正な経費配分の考え方について提案されているか。 

-
6
6
-



 
 

４．事業計画に沿った管理を安定

的に行う物的能力及び人的能力

を有していること 

３２９ ２１６．８ 

物的能力 ２０ 

安定した運営が可能な申請団体の財務状況か。 

類似施設を良好に運営した実績があるか。 

収支計画の積算根拠が明確で、実現可能なものか。 

収支計画と事業計画の整合性は図られているか。 

人的能力 ２７ 

組織体制、勤務体制、責任体制が確立されているか。 

利用団体の指導及び育成支援の提案がされているか。 

業務従事者の指導育成、研修体制及び接遇向上のための提

案がされているか。 

個人情報保護、情報公開及び労働関係法令等について十分

認識しているか。 

まちづくりへの熱意、申請団体（新規）の将来性、地域団

体や地域住民との融合性。 

５．地域に貢献する取り組みが確

保されていること 
７０ ４７．０ 地域貢献 １０ 

地域雇用の考え方が示されているか。 

地域貢献の取り組みが示されているか。 

６．その他、公の施設を管理させ

るに当たり必要な基準 
２１０ １３８．０ 児童の育成 ３０ 

子どもの発達の特徴を理解し、発達過程に応じた児童の健

全育成に関する方針が提案されているか。 

児童の集団的及び個別的な指導の提案がされているか。 

公の施設を管理するに当たりアピールしたいことが示さ

れているか。 

合計 １１２０ ７５２．２  １６０  

〈参考〉：提案金額（単位：千円）  ５，５９８ （令和６年度） 

  ※提案金額をそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算査定等を経て市議会の議決により決定するものです。 

-
6
7
-



  事 業 計 画 書 概 要 版 
 

１ 市民の平等な利用に関すること 

 （１）管理運営方針等 

   ア 地域の子どもたちの拠点となり、家庭環境や年齢や性別等に捉われず、公平、平 

等に安心して遊べる居場所となる。 

   イ 地域の交流の拠点となり、地域ぐるみで子育てをサポートし親育て子育て活動を

推進する。 

 （２）平等利用 

   ア 地域住民の利用目的を把握して平等利用を確保する。 

   イ 相談や苦情受付の窓口を設置し、よりよい児童館の運営や改善に努める。 

 

２ 施設効用の発揮に関すること 

 （１）利用の促進 

   ア 働く職員の魅力を活かし人間力を高める研修を行う。 

   イ 利用者の御意見に耳を傾けて利用者満足度を高める。 

   ウ 各種イベントの告知を小学校やホームページ・ＳＮＳ等で案内する。 

 （２）サービス・利便性の維持向上 

   ア 駐車スペースを拡充する。 

   イ アンケートにより利用者のニーズを掴み、環境を整え、利便性を向上させる。 

   ウ 危機管理マニュアルを作成し訓練を実施する。 

   エ 自主農園の収穫体験や加工体験、生け花、陶芸などの体験活動を行う。 

 

３ 経済的な管理運営に関すること 

   ア 職員の労働環境を適切に整え、職員が安定的に働ける環境を整える。 

   イ 各種助成金を申請し活用する。 

   ウ リサイクルの推進や地域ボランティアの協力を得て経費を削減する。 

 

４ 安定的な施設の管理運営に関すること 

   ア 外部の専門員と協力した地域活動や利用団体の一助となるような講習会等を行う。 

イ 職員の資質向上のため、児童の特性を理解する研修や、遊びの指導、救急法、 

伝統文化の研修などを行う。 

   ウ 守秘義務を遵守し個人情報は施錠保管する。 

 

５ 地域への貢献に関すること 

   ア 地元の人材を雇用することで地域の人脈を広げスムーズな運営を進める。 

   イ 体験活動を通し児童館の子どもたちと地域の方々が共に楽しめる事業を展開する。 
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ウ 地域の祭りやイベントに積極的に参加し地域との絆を太くする。 

 

６ その他、公の施設を管理するにあたり必要な基準に関すること 

   ア 児童館利用について、平等性を欠いている場合、安全利用、危険を伴う行動、人 

権を無視した行動には集団的指導を行う。 

   イ 家庭環境や学校生活等の悩みがある場合は傾聴し、必要な場合は個別指導を行う。 
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   こども部 こども政策課 

 

都城市神柱児童センター指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市神柱児童センターの指定管理者については、次のとおり候補となる団体を公

募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    社会福祉法人スマイリング・パーク 

 （２）代表者名 

    理事長 山田 一久 

 （３）所在地 

    都城市牟田町２６街区１６号 

 （４）設立年月日 

    昭和４５年５月２０日 

 （５）従業員数 

    ４８３名 

 （６）業務内容 

    特別養護老人ホームの経営 

    養護老人ホームの指定管理経営 

養護老人ホームの経営 

    老人短期入所施設事業の経営 

    幼保連携型認定こども園の経営 

    一時預かり事業の経営 

    老人デイサービス事業の経営 

    老人居宅介護等事業の経営 

    認知症対応型老人共同生活援助事業の経営 

    障害福祉サービス事業の経営 

    小規模多機能型居宅介護事業の経営 

    生計困難者に対する相談支援事業 

    放課後児童健全育成事業の経営 

    病児・病後児保育の経営 

    小規模保育事業の経営 

    障害者通所支援事業の経営 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 
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３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市神柱児童センター 

（都城市中原町４０街区１０号） 

 敷地面積：１，５７１．３４㎡ 

 延床面積：３０９㎡ 

 

 （２）業務概要 

①健全な遊びを通しての児童の集団的及び個別的な指導に関する業務 

②子供会、母親クラブ等の児童に関する地域組織の育成助長に関する業務 

③地域に関わる児童の健全育成に必要な活動に関する業務 

④その他児童館の設置の目的達成に必要な業務 

⑤児童館条例第８条に掲げる業務 

⑥指定管理者の行った処分に対する苦情の受付、処理及び訴訟に関する業務 

⑦その他市長が必要と認めた業務  

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 

   ①申請団体数 

    １団体 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和５年５月１６日           第１回選定委員会開催 

令和５年６月１日～令和５年７月２１日  募集（広報都城６月号、市ホー 

                    ムページへの掲載） 

    令和５年７月５日            事前説明会 

    令和５年７月１０日～令和５年７月２１日 申請書類受付 

    令和５年８月３０日           第２回選定委員会開催、書類審 

査・面接審査 

    令和５年９月２９日           選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者      １人 

税理士      １人 

司法書士      １人 

民生委員      １人 
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施設利用者代表      １人 

市課長職      ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和５年５月１６日及び８月３０日に都城市指定管理者候補者選定委員会

において、書類審査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・

選考（総合得点方式）を行った結果、以下の理由で社会福祉法人スマイリング・

パークが指定管理者として適正であると判断しました。 

  

「選定基準１ 市民の平等な利用が確保されること」 

・苦情に対して、第三者委員会を設置するなど、公平な運営が期待できる。 

・中高生のニーズにも対応するとともに、より多くの大人が子どもたちと関わ

る提案がされていること。 

 

「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 

・子どもの居場所づくり、こども食堂やベビーマッサージ教室など多くのイベ

ントの提案があり、子どもだけでなく親子での参加も期待できること。 
・公民館への加入を通して、地域活動へも積極的に参加し、地域交流による信

頼関係の構築が期待できること。 

 

「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

・社会福祉法人であるため、人的、物的のカバーも可能であること。 

 

「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を

有していること」 

・充実した職員研修体制が整備されていることによる職員の質の向上（子ども

への適切な対応）、離職防止が図られていること。 

・高城児童館での利用者の増加の実績が、神柱児童センターでも期待できるこ

と。 

・幅広く事業を展開しており、財政状況が安定している。 

 

「選定基準５ 地域に貢献する取り組みが確保されていること」 

・世代間の交流による共生社会の実現を目指す意欲がうかがえること。 

・公民館への加入や地域住民のニーズや声を活かしていくことが期待できるこ

と。 

・継続雇用の提案があること。 

 

「選定基準６ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 

・他地域での実績のある子ども食堂を神柱児童センターでも実施する提案がさ

れていること。 

 

 （４）選定委員会における主な意見 
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  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、施設の特性を考慮し、事業計画の内容が施設の効用を

最大限に発揮するものであること、事業計画に沿った管理を安定的に行う物

的能力及び人的能力を有していること、その他、公の施設を管理させるに当

たり必要な基準に関する項目に重点的に配点を行った。 

  〈指定申請書記載事項について〉 

   ・高城児童館の管理実績より利用者増が見込まれる。 

   ・不登校児の居場所づくりとしての考えが示されていた。 

   ・子ども食堂の取組などの提案があった。 

   ・職員研修等も充実しており、子どもへの適切な対応が期待できる。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 
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選定結果 

選定基準 配点 

採点結果 

審査項目 

一人当

たり配

点 

審査内容 
社会福祉法

人スマイリ

ング・パー

ク 

１．市民の平等な利用が確保され

ること 
１７５ １２０．０ 

管理運営

方針等 
１５ 

市の管理方針を認識しているか。 

公の施設の設置目的を理解しているか。 

環境に配慮した取り組みをしているか。 

平等利用 １０ 
利用申込等が平等な利用を確保する提案がされているか。 

相談や苦情等の対応が提案されているか。 

２．事業計画の内容が施設の効用

を最大限に発揮するものである

こと 

２２４ １６０．０ 

利用の促

進 
１５ 

住民ニーズに基づく利用者増の提案がされているか。 

利用者増のための広報・ＰＲ対策を提案しているか。 

関係団体や地域住民との連携、交流の提案がされている

か。 

サービ

ス・利便

性の維持

向上 

１７ 

利用する児童や子育て当事者の声を聴き、適切に反映させ

る仕組みや、利用者サービスの向上について提案がされて

いるか。 

施設の維持管理、安全管理を的確に行えるか。 

施設の設備、機能等の有効活用について、提案されている

か。 

３．経済的な管理運営が図られ、

経費配分が適正であること 
７０ ４８．０ 経費配分 １０ 適正な経費配分の考え方について提案されているか。 

-
8
1
-



 

４．事業計画に沿った管理を安定

的に行う物的能力及び人的能力

を有していること 

３２９ ２４３．２ 

物的能力 ２０ 

安定した運営が可能な申請団体の財務状況か。 

類似施設を良好に運営した実績があるか。 

収支計画の積算根拠が明確で、実現可能なものか。 

収支計画と事業計画の整合性は図られているか。 

人的能力 ２７ 

組織体制、勤務体制、責任体制が確立されているか。 

利用団体の指導及び育成支援の提案がされているか。 

業務従事者の指導育成、研修体制及び接遇向上のための提

案がされているか。 

個人情報保護、情報公開及び労働関係法令等について十分

認識しているか。 

まちづくりへの熱意、申請団体（新規）の将来性、地域団

体や地域住民との融合性。 

５．地域に貢献する取り組みが確

保されていること 
７０ ５１．０ 地域貢献 １０ 

地域雇用の考え方が示されているか。 

地域貢献の取り組みが示されているか。 

６．その他、公の施設を管理させ

るに当たり必要な基準 
２１０ １４４．０ 

児童の育

成 
３０ 

子どもの発達の特徴を理解し、発達過程に応じた児童の健

全育成に関する方針が提案されているか。 

児童の集団的及び個別的な指導の提案がされているか。 

公の施設を管理するに当たりアピールしたいことが示さ

れているか。 

合計 １，０７８ ７６６．２  １５４  

〈参考〉：提案金額（単位：千円）  ８，５５９ （令和６年度） 

  ※提案金額をそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算査定等を経て市議会の議決により決定するものです。 

-
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  事 業 計 画 書 概 要 版 
 

１ 市民の平等な利用に関すること 

 （１）管理運営方針等 

   ア 児童が遊びを通して活躍できる場所を提供し、気軽に利用できる児童たちの 

居場所をつくる。 

   イ 児童を孤立させない地域の児童支援機能の充実を図る。 

   ウ 地域一体となった児童の健やかな育ちを支援する。 

 （２）平等利用 

   ア 法人内の専門職と連携し全ての児童に対して平等に対応する。 

   イ 毎月の児童センターだよりを関係機関に配布し幅広い周知を行う。 

   ウ 苦情受付窓口や第三者委員を設置し苦情解決のシステムを整える。 

 

２ 施設効用の発揮に関すること 

 （１）利用の促進 

   ア 児童が楽しく学べるイベントを増やす（キャリア教育、出前講座を行う）。 

   イ 孤立している子育て世帯に児童センターの情報を届ける。 

   ウ 定期的にアンケートを実施し利用者のニーズを把握する。 

エ 自主事業として自然体験キャンプと子ども食堂を実施する。 

 （２）サービス・利便性の維持向上 

   ア 不登校の児童の居場所づくりを行う。 

   イ 施設や管理物品の確認・点検、安全管理を徹底する。 

   ウ 不審者対策としてセキュリティシステムを導入する。 

   エ 危機管理マニュアルを作成し訓練を実施する。 

 

３ 経済的な管理運営に関すること 

   ア スタッフの生活を保障し人件費の適切な管理に努める。 

   イ 入札による経費削減や物品の一括購入を行う。 

 

４ 安定的な施設の管理運営に関すること 

   ア 法人のバックアップにより連絡・責任体制を組織する。 

   イ 指導マニュアルの活用や法人研修体系に沿って職員の資質向上を図る。 

   ウ 個人情報保護、労働法令等の規定を順守する。 

   エ 地域住民、行政、学校等を中心に定期的に地域座談会を開催する。   

 

５ 地域への貢献に関すること 

   ア 柔軟な雇用形態と幅広い働き方により積極的に地元雇用に貢献する。 
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   イ 地域活動へ積極的に参加し地域活性化に協力する。 

 

６ その他、公の施設を管理するにあたり必要な基準に関すること 

   ア 障害児の対応には法人内の専門的知識・経験を活かし連携して対応する。 

   イ 地域の子育て世代を誰一人も取りこぼさない切れ目のない支援を行う。 
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   こども部 こども政策課 

 

都城市都原児童センター指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市都原児童センターの指定管理者については、次のとおり候補となる団体を公

募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    社会福祉法人スマイリング・パーク 

 （２）代表者名 

    理事長 山田 一久 

 （３）所在地 

    都城市牟田町２６街区１６号 

 （４）設立年月日 

    昭和４５年５月２０日 

 （５）従業員数 

    ４８３名 

 （６）業務内容 

    特別養護老人ホームの経営 

    養護老人ホームの指定管理経営 

養護老人ホームの経営 

    老人短期入所施設事業の経営 

    幼保連携型認定こども園の経営 

    一時預かり事業の経営 

    老人デイサービス事業の経営 

    老人居宅介護等事業の経営 

    認知症対応型老人共同生活援助事業の経営 

    障害福祉サービス事業の経営 

    小規模多機能型居宅介護事業の経営 

    生計困難者に対する相談支援事業 

    放課後児童健全育成事業の経営 

    病児・病後児保育の経営 

    小規模保育事業の経営 

    障害者通所支援事業の経営 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 
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３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市都原児童センター 

（都城市都原町３７番地２） 

 敷地面積：３，７４９．１９㎡ 

 延床面積：５１５㎡ 

 

 （２）業務概要 

①健全な遊びを通しての児童の集団的及び個別的な指導に関する業務 

②子供会、母親クラブ等の児童に関する地域組織の育成助長に関する業務 

③地域に関わる児童の健全育成に必要な活動に関する業務 

④その他児童館の設置の目的達成に必要な業務 

⑤児童館条例第８条に掲げる業務 

⑥指定管理者の行った処分に対する苦情の受付、処理及び訴訟に関する業務 

⑦その他市長が必要と認めた業務  

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 

   ①申請団体数 

    １団体 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和５年５月１６日           第１回選定委員会開催 

令和５年６月１日～令和５年７月２１日  募集（広報都城６月号、市ホー 

                    ムページへの掲載） 

    令和５年７月５日            事前説明会 

    令和５年７月１０日～令和５年７月２１日 申請書類受付 

    令和５年８月３０日           第２回選定委員会開催、書類審 

査・面接審査 

    令和５年９月２９日           選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者      １人 

税理士      １人 

司法書士      １人 

民生委員      １人 
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施設利用者代表      １人 

市課長職      ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和５年５月１６日及び８月３０日に都城市指定管理者候補者選定委員会

において、書類審査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・

選考（総合得点方式）を行った結果、以下の理由で社会福祉法人スマイリング・

パークが指定管理者として適正であると判断しました。 

  

「選定基準１ 市民の平等な利用が確保されること」 

・苦情に対して、第三者委員会を設置するなど、公平な運営が期待できる。 

 

「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 

・現指定管理者が行っている地域食堂を引き続き行うこと。 

・不登校児の居場所づくりのビジョンが示されていたこと。 

・ベビーマッサージ教室等のイベントの提案があり親子での参加に期待ができ

ること。 

 

「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

・社会福祉法人であるため、人的、物的のカバーも可能であること。 

 

「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を

有していること」 

・充実した職員研修体制が整備されていることによる職員の質の向上（子ども

への適切な対応）、離職防止が図られていること。  

・高城児童館での利用者の増加の実績が、都原児童センターでも期待できるこ

と。 

・幅広く事業を展開しており、財政状況が安定している。 

 

「選定基準５ 地域に貢献する取り組みが確保されていること」 

・公民館に加入して、地域活動へ積極的に参加し、地域交流による信頼関係の

構築が期待できること。 

・継続雇用の提案があること。 

 

「選定基準６ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 

・実践事例を踏まえた具体的なビジョンが示されていること。 

・高城児童館の実践により、子ども食堂の経験、地域との関係の築き方や協力

者も多数おり、児童クラブとの連携によるイベントの実施も期待できること。 

 

 （４）選定委員会における主な意見 

  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、施設の特性を考慮し、事業計画の内容が施設の効用を
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最大限に発揮するものであること、事業計画に沿った管理を安定的に行う物

的能力及び人的能力を有していること、その他、公の施設を管理させるに当

たり必要な基準に関する項目に重点的に配点を行った。 

  〈指定申請書記載事項について〉 

   ・高城児童館の管理実績より利用者増が見込まれる。 

・不登校児の居場所づくりとしての考えを示されていた。 

   ・地域食堂を継続する提案があった。 

   ・職員研修等も充実しており、子どもへの適切な対応が期待できる。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 
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選定結果 

選定基準 配点 

採点結果 

審査項目 

一人当

たり配

点 

審査内容 
社会福祉法

人スマイリ

ング・パー

ク 

１．市民の平等な利用が確保され

ること 
１７５ １２２．０ 

管理運営

方針等 
１５ 

市の管理方針を認識しているか。 

公の施設の設置目的を理解しているか。 

環境に配慮した取り組みをしているか。 

平等利用 １０ 
利用申込等が平等な利用を確保する提案がされているか。 

相談や苦情等の対応が提案されているか。 

２．事業計画の内容が施設の効用

を最大限に発揮するものである

こと 

２２４ １５８．０ 

利用の促

進 
１５ 

住民ニーズに基づく利用者増の提案がされているか。 

利用者増のための広報・ＰＲ対策を提案しているか。 

関係団体や地域住民との連携、交流の提案がされている

か。 

サービ

ス・利便

性の維持

向上 

１７ 

利用する児童や子育て当事者の声を聴き、適切に反映させ

る仕組みや、利用者サービスの向上について提案がされて

いるか。 

施設の維持管理、安全管理を的確に行えるか。 

施設の設備、機能等の有効活用について、提案されている

か。 

３．経済的な管理運営が図られ、

経費配分が適正であること 
７０ ４８．０ 経費配分 １０ 適正な経費配分の考え方について提案されているか。 
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４．事業計画に沿った管理を安定

的に行う物的能力及び人的能力

を有していること 

３２９ ２４０．８ 

物的能力 ２０ 

安定した運営が可能な申請団体の財務状況か。 

類似施設を良好に運営した実績があるか。 

収支計画の積算根拠が明確で、実現可能なものか。 

収支計画と事業計画の整合性は図られているか。 

人的能力 ２７ 

組織体制、勤務体制、責任体制が確立されているか。 

利用団体の指導及び育成支援の提案がされているか。 

業務従事者の指導育成、研修体制及び接遇向上のための提

案がされているか。 

個人情報保護、情報公開及び労働関係法令等について十分

認識しているか。 

まちづくりへの熱意、申請団体（新規）の将来性、地域団

体や地域住民との融合性。 

５．地域に貢献する取り組みが確

保されていること 
７０ ４８．０ 地域貢献 １０ 

地域雇用の考え方が示されているか。 

地域貢献の取り組みが示されているか。 

６．その他、公の施設を管理させ

るに当たり必要な基準 
２４５ １７５．０ 

児童の育

成 
３５ 

子どもの発達の特徴を理解し、発達過程に応じた児童の健

全育成に関する方針が提案されているか。 

児童の集団的及び個別的な指導の提案がされているか。 

公の施設を管理するに当たりアピールしたいことが示さ

れているか。 

放課後児童クラブとの連携を踏まえた運営方針が提案さ

れているか。 

合計 １，１１３ ７９１．８  １５９  

〈参考〉：提案金額（単位：千円）  ６，２０７ （令和６年度） 

  ※提案金額をそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算査定等を経て市議会の議決により決定するものです。 
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  事 業 計 画 書 概 要 版 
 

１ 市民の平等な利用に関すること 

 （１）管理運営方針等 

   ア 児童が遊びを通して活躍できる場所を提供し、気軽に利用できる児童たちの 

居場所をつくる。 

   イ 児童を孤立させない地域の児童支援機能の充実を図る。 

   ウ 地域一体となった児童の健やかな育ちを支援する。 

 （２）平等利用 

   ア 法人内の専門職と連携し全ての児童に対して平等に対応する。 

   イ 毎月の児童センターだよりを関係機関に配布し幅広い周知を行う。 

   ウ 苦情受付窓口や第三者委員を設置し苦情解決のシステムを整える。 

 

２ 施設効用の発揮に関すること 

 （１）利用の促進 

   ア 児童が楽しく学べるイベントを増やす（キャリア教育、出前講座を行う）。 

   イ 孤立している子育て世帯に児童センターの情報を届ける。 

   ウ 放課後児童クラブの定員を上げて活性化を図る。 

   エ 定期的にアンケートを実施し利用者のニーズを把握する。 

オ 自主事業として自然体験キャンプを実施し、現在の地域食堂を継続する。 

 （２）サービス・利便性の維持向上 

   ア 不登校の児童の居場所づくりを行う。 

   イ 施設や管理物品の確認・点検、安全管理を徹底する。 

   ウ 不審者対策としてセキュリティシステムを導入する。 

   エ 危機管理マニュアルを作成し訓練を実施する。 

 

３ 経済的な管理運営に関すること 

   ア スタッフの生活を保障し人件費の適切な管理に努める。 

   イ 入札による経費削減や物品の一括購入を行う。 

 

４ 安定的な施設の管理運営に関すること 

   ア 法人のバックアップにより連絡・責任体制を組織する。 

   イ 指導マニュアルの活用や法人研修体系に沿って職員の資質向上を図る。 

   ウ 個人情報保護、労働法令等の規定を順守する。 

   エ 地域住民、行政、学校等を中心に定期的に地域座談会を開催する。   

 

５ 地域への貢献に関すること 
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   ア 柔軟な雇用形態と幅広い働き方により積極的に地元雇用に貢献する。 

   イ 地域活動へ積極的に参加し地域活性化に協力する。 

 

６ その他、公の施設を管理するにあたり必要な基準に関すること 

   ア 障害児の対応には法人内の専門的知識・経験を活かし連携して対応する。 

   イ 地域の子育て世代を誰一人も取りこぼさない切れ目のない支援を行う。 
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   福祉部 障がい福祉課 

 

都城市点字図書館指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市点字図書館の指定管理者については、次のとおり候補となる団体を非公募に

より選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

社会福祉法人都城市社会福祉協議会 

 （２）代表者名 

会長 島津 久友 

 （３）所在地 

都城市松元町４街区１７号 

 （４）設立年月日 

平成１８年１月５日（宮崎県知事認可 平成１７年９月２９日） 

 （５）従業員数 

２３３名（正職員９０名、嘱託・臨時６６名、パート・ヘルパー７７名） 

 （６）業務内容 

①法人運営に関すること 

法人管理部局・事務局運営、善意銀行活動事業など 

②地域福祉に関すること 

ボランティアセンター事業、ファミリーサポート・センター事業、子育て応 

援助成事業、共同募金配分金事業、低所得者対策事業、地区社協、市民児協 

事務局など 

③相談支援に関すること 

基幹相談支援センター事業、障がい者虐待防止センター事業、生活自立相談 

センター事業など 

④在宅福祉に関すること 

介護保険事業、障がい福祉サービス事業、移動支援事業、介護予防事業、日 

中一時支援事業、認定こども園・保育園運営受託事業など 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 
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３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市点字図書館 

（都城市松元町４街区１７号 

都城市総合社会福祉センター） 

 鉄筋造 ２階 

事務室兼相談室、書庫兼閲覧室、 

 印刷室兼研修室 

 

 （２）業務概要 

①点字刊行物及び視覚障がい者用の録音物（以下「図書」という。）の貸出及び 

閲覧事業に関すること 

②書籍の制作（点訳、音声訳）及び製作者の指導育成に関すること 

③点字刊行物及び視覚障がい者の記録物等電子書籍の貸出及び閲覧事業に関す 

ること 

④電子書籍の製作及び製作者の育成に関すること 

⑤書籍・電子書籍の普及促進に関すること 

⑥視覚障がいに関する相談事業に関すること 

⑦視覚障がい者への情報化対応支援 

⑧新刊書籍・電子書籍の製作・整備に関すること 

⑨新刊書籍・電子書籍の出納に関すること 

⑩サピエ図書館に関する書籍・電子書籍の製作、活用に関すること 

⑪視覚障がい者の文化、レクリエーション活動等の援助及び推進に関すること 

⑫視覚障がい及び点字への理解促進に関する啓発に関すること 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

    視覚障がい者への図書等の貸出・閲覧及びその他の情報提供、文化及びレク

リエーション活動の援助、点訳・音訳ボランティアの育成等、非常に専門性の

高い事業であり、専門職も必要であるため非公募により選定する。 

 

 （２）申請書類の審査結果 

  ・市民の平等な利用の確保について 

    従来の点字刊行物はもとより情報のデジタル化に伴い、情報機器の紹介及び

操作指導を推進している。点訳・音訳に関しては、ボランティアとの協働によ

り効率的な運営が行われている。 

    また、利用者との意見交換会、視覚障がい者の行事への参加も積極的に行わ

-110-



れており、的確なニーズ把握ができている。 

 

  ・施設の効用の最大限の発揮について 

    視覚障がいの状況に応じた各種図書への取り揃え、また、利用者が扱いやす

い方法で貸し出すなど、利用者の幅広いニーズに対応している。 

    さらにボランティア団体のスキルアップのための研修会等も開催している。 

 

  ・経済的な管理運営と適正な経費配分について 

    情報のオンデマンド化（デジタル化）を推進することにより、消耗品等の節

減に努めている。 

    また、点字図書館は、社会福祉法人都城市社会福祉協議会の所有する都城市

総合社会福祉センター内にあり、本体の事業と連携しながら経費の節減に努め

ている。 

 

  ・地域に貢献する取組の確保について 

    視覚障がい者の社会参加の促進に熱意のある地域住民に対し雇用の機会を創

出するよう努めている。 

    また、地域で生活する視覚障がい者の支援に取り組むとともに、市民に対し

て点字体験・音訳体験等を行うことにより視覚障がい者への理解を深めてもら

うよう努めている。 

 

  ・管理運営能力について 

    職員については、専門職として県内、九州及び全国の研修会に積極的に参加

し、技術の研さんに努めている。 

    点字作成実績においては、県内はもとより九州においても先進施設である。 

    今後も時代の変化に素早く対応した事業の展開が期待できる。 
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  都 城 市 点 字 図 書 館 事 業 計 画 書 （ 概 要 版 ）   

 

【所在地】  〒885­0077 宮崎県都城市松元町 4－17  都城市総合社会福祉センター２階 

【利用時間】 午前９時～午後５時（休館日：土曜・日曜・祝祭日、年末年始） 

【電話・FAX】 0986・26・1948 

【E メール】  mkjtenji@circus.ocn.ne.jp 

【運営】   社会福祉法人 都城市社会福祉協議会 

 

※事業概要 

 都城市点字図書館条例及び都城市点字図書館条例施行規則に基づき、視覚障がい者を対象に点字図書、

録音図書、各種デイジー図書や定期刊行物を製作し、貸し出しや閲覧サービスを実施する。また、視覚

障がいに関連する様々な情報を提供し情報環境の充実を図る。視覚障がい者向け情報機器に関する相談

対応や操作法習得の支援、点字読み書きの習得を支援するとともに、当事者団体と連携し視覚障がい者

の社会参加の促進を図る。また、専門化、多種多様化している利用者ニーズに応えるため、点訳・音訳・

デイジー編集者の養成とスキルアップを図り、情報提供体制を充実させ、読書バリアフリー、情報バリ

アフリーの実現に尽力する。情報環境の充実を軸に、視覚障がい者福祉の向上を図ることを目的とする。 

 

 主 な 業 務 に つ い て   

 

① 図書、定期刊行物などの製作及び貸出し・閲覧サービス 

《図書等の種類》                    ※図書の貸出期間は原則として 14 日間 

・点字図書    〔触図、バリアフリー図書等含む〕 

・音声デイジー図書〔検索機能、速度調整機能等、視覚障がい者向けに製作されたデジタル録音図書〕 

・テープ図書 〔録音カセットテープ図書〕 

・テキストデイジー図書 

・シネマ・デイジー図書 

◆ 定期刊行物 ◆ 

１）デイジー誌回覧サービス 〔23 タイトル〕 

２）録音テープ誌回覧サービス〔9 タイトル〕 

３）点字誌回覧サービス  〔5 タイトル〕 

４）電子メール誌送信サービス〔5 タイトル〕 

 

②  インターネットを活用した情報提供 視覚障害者情報総合ネットワーク「サピエ」） 

１）全国視覚障害者情報提供施設間の相互貸借による図書貸し出し 

２）点字データ（BES）配信及びダウンロードによる情報提供 

 ３）音声デイジーデータ配信及びダウンロードによる情報提供 

４）その他、各種デイジーデータダウンロードによる情報提供 ほか 
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③  視覚障がい者用情報機器等相談及び操作指導 

 

④  プライベートサービス（点訳・音訳等個別依頼）対応 

 

⑤  ホームページ、SNS（フェイスブックページ）等、インターネットによる情報提供 

 

⑥  利用者やボランティア等の交流の場『ぶらいゆサロン』の開催 

 

⑦  視覚障がい者のための点字読み書き指導 

 

⑧  視覚障がい者のための活字文書等書き方指導 

 

⑨ 対面リーディング 

 

⑩ レファレンスサービス 

 

⑪ 点訳ボランティアの養成 

 

⑫ 音訳ボランティアの養成 

 

⑬ 視覚障がい者団体との連絡調整 

 

⑭ 点訳・音訳ボランティア団体との連絡調整 

 

⑮ 視覚障がい者福祉啓発行事の開催 

 

⑯ 学校等教育機関への福祉学習の協力 

 

⑰ 視覚障がい者団体行事への参加・協力 
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申請団体名    社会福祉法人都城市社会福祉協議会     

希望する施設名  点字図書館  

 
主 要 業 務 実 績 

 

年 度 
業 務 名 

（施設名称等） 
業 務 内 容 

（業務概要・発注者等） 
受注額（円） 

４年度 

山之口シルバーヤングふれあ
いの里（高齢者生活福祉センタ
ー、弓道・四半的場、屋内ゲー
トボール場） 

デイサービス、各種相談事業、居
住機能の提供、幼児及び児童の健
全育成、研修スポーツ及び娯楽活
動・都城市 

5,322,000 

 

 

３年度 〃 〃 5,322,000 

２年度 〃 〃 5,322,000 

４年度 高城老人福祉館 
一般老人のいこいの場及びクラ
ブ活動拠点、各種相談事業等の場
の提供・都城市 

1,632,000 

３年度 〃 〃 1,632,000 

２年度 〃 〃 1,632,000 

４年度 
山田町総合福祉センター 
 

デイサービス事業、地域福祉活動
のための場の提供、介護予防事
業・都城市 

2,359,000 

 

３年度 〃 〃 2,359,000 

２年度 〃 〃 2,359,000 

４年度 
高崎介護予防ふれあい交流セ
ンター 
 

介護予防事業、老人に対する教養
講座、レクリエーションの場の提
供・都城市 

2,643,000 

 

３年度 〃 〃 2,643,000 

２年度 〃 〃 2,643,000 

４年度 都城市点字図書館 

視覚障害者に対して点字・録音図
書等による情報提供及びボラン
ティア養成、視覚障害者団体の支
援協力・都城市 

19,285,000 

 

 

３年度 〃 〃 19,285,000 

２年度 〃 〃 19,285,000 

４年度 

谷頭児童館 育児相談・季節に応じた行事・児童クラ

ブとの連携・地域子育て支援会議等の

開催・都城市 

4,326,000 

 

 

３年度 〃 〃 4,326,000 

２年度 〃 〃 4,326,000 

（備考） 

 ※ 過去３年間の主要実績業務について記入してください。 

   （同様の施設管理実績がある場合は、これを優先して記入してください。） 

 ※ 業務内容欄には、業務の概要、発注者等について可能な限り詳細に記入してください。 

 ※ その他、申請団体の概要がわかる資料がある場合は、添付してください。 
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   健康部 健康課 

 

都城健康サービスセンター指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城健康サービスセンターの指定管理者については、次のとおり候補となる団体を

非公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    一般社団法人都城市北諸県郡医師会 

 （２）代表者名 

    会長 田口 利文 

 （３）所在地 

    都城市姫城町８街区２３号 

 （４）設立年月日 

    明治２１年８月２５日 （法人設立 昭和２２年１２月１３日） 

 （５）従業員数 

    ６７９名 

 （６）業務内容 

    ・医道の高揚 ・医学の振興  ・公衆衛生の啓発指導 
    ・地域医療の推進及び発展   ・医事衛生の調査研究 
    ・医師、その他医療関係者研修 ・准看護師、看護師養成 
    ・医師会病院、老人保健施設、訪問看護ステーションの設立運営 
    ・救急医療センター、健康サービスセンターの指定管理運営 
 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城健康サービスセンター 

（都城市太郎坊町１３６４番地１） 

 敷地面積：３０，６５３.３６㎡ 

 延床面積：２，７６３.４６㎡ 

 都城健康サービスセンター施設１式 
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 （２）業務概要 

  ①高度な保健業務にかかる中間指導者教育、ボランティア研修等に関すること。 

   ②高度な医療機器を使用して行う臨床検査、検診、健康情報管理等に関する業務 

    ③施設の利用許可、利用許可の取消し等、利用の制限及び原状回復に関する業務 

  ④施設等の維持及び修繕に関する業務 

    ⑤施設等の管理及び運営に関する業務のうち、市長のみの権限に属する事務を除 

く業務 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書のとおり 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

施設の運営には、専門的かつ高度な技術を要し、また、施設は都城市郡医師

会病院及び都城夜間急病センターと一体となっているため。 
 

 （２）申請書類の審査結果 

  ・市民の平等な利用の確保について 

    研修ホールの利用については、規定に基づき可能な限り貸し出すことを基本

としており、各種健診、人間ドック等についても、市民が平等に利用できると

認められる。 
 

  ・施設の効用の最大限の発揮について 

    サービス、利便性の維持向上を図るため、医師会がこれまで蓄積してきた保

健、医療、福祉のノウハウを活かした提案である。 
 

  ・経済的な管理運営と適正な経費配分について 

    利用者等に影響のない範囲内で経費節減に努めており、施設の維持管理にお

いても、一部の業務を専門業者に委託することで、適正な維持管理が期待でき

る。 
 

  ・地域に貢献する取組の確保について 

    地域雇用を基本としている。地域住民の健康診断や血液検査及び講演会を通

じて、健康維持や疾病の早期発見、早期予防を行うことで地域社会に貢献する

ことが認められる。 

 

  ・管理運営能力について 

    施設管理運営のための人員体制、連絡体制、勤務体制及び責任体制等につい
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て、健康サービスセンターを運営する為に必要な医療技術者等の人員を配置し、

体制を整えていると認められる。 
    また、利用団体の衛生管理者等を対象に健康教育を実施し、市民の健康増進

を支援する取組を計画している。 

-121-



-122-



-123-



-124-



-
1
2
5
-



-
1
2
6
-



-
1
2
7
-



-
1
2
8
-



-
1
2
9
-



 

-130-



   健康部 健康課 

 

都城夜間急病センター指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城夜間急病センターの指定管理者については、次のとおり候補となる団体を非公

募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    一般社団法人都城市北諸県郡医師会 

 （２）代表者名 

    会長 田口 利文 

 （３）所在地 

    都城市姫城町８街区２３号 

 （４）設立年月日 

    明治２１年８月２５日 （法人設立 昭和２２年１２月１３日） 

 （５）従業員数 

    ６７９名 

 （６）業務内容 

    ・医道の高揚 ・医学の振興  ・公衆衛生の啓発指導 
    ・地域医療の推進及び発展   ・医事衛生の調査研究 
    ・医師、その他医療関係者研修 ・准看護師、看護師養成 
    ・医師会病院、老人保健施設、訪問看護ステーションの設立運営 
    ・救急医療センター、健康サービスセンターの指定管理運営 
 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城夜間急病センター 

（都城市太郎坊町１３６４番地１） 

 医師会病院一部を無償で使用貸借契約 

 （平成２７年４月１日） 

 借用面積：７８８.０６㎡ 

 都城夜間急病センター１式 
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 （２）業務概要 

  ①都城夜間急病センター診療科目の診療に関する業務 

  ②施設の利用許可、利用許可の取消し等、利用の制限及び原状回復に関する業務 

  ③利用料金の徴収及び減免に関する業務 

  ④施設等の維持及び修繕に関する業務 

  ⑤施設等の管理及び運営に関する業務のうち、市長のみの権限に属する事務を除

く業務 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書のとおり 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

    夜間の初期救急医療を担う施設で、専門的かつ高度な技術を要する。 
    また、施設は、二次救急医療を担う都城市郡医師会病院と一体となっており、

連携して取り組む必要があるため。 
 

 （２）申請書類の審査結果 

  ・市民の平等な利用の確保について 

    主に市民を対象とし、来院や診察の条件などは付けずに、夜間に発生した応

急的な処置を必要とする救急患者への医療を十分に提供できると認められる。 

 

  ・施設の効用の最大限の発揮について 

    夜間救急医療の維持向上のため、全国的な医師不足や偏在化の中、医師の確

保のためさまざまな方法で努力していることが認められる。医師会病院と連携

しながら随時施設の維持管理や安全管理に努めることができると認められる。 

 

  ・経済的な管理運営と適正な経費配分について 

    職員などの残業を最小限度に止める努力をし、光熱費や印刷物関係などは無 
駄を省き、効率的な運用ができると認められる。 

 

  ・地域に貢献する取組の確保について 

    雇用について、積極的に地域住民から採用するように募集をすることが認め 

られる。地域の夜間の急病患者を速やかに受入れる体制ができている。 

 

  ・管理運営能力について 

    医療専門職（医師、看護師等）を適切に配置し、責任体制もそれぞれの部署

で構築されている。緊急事態には、緊急連絡網により必要に応じて体制を整え
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ることができる。また、個人情報保護についても、独自の規則を定めている。 
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環境森林部 森林保全課 

 

都城市林業総合センター指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市林業総合センターの指定管理者については、次のとおり候補となる団体を公

募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

都城森林組合 

 （２）代表者名 

代表理事組合長 柳田 力男 

 （３）所在地 

都城市早鈴町５０８５番地 

 （４）設立年月日 

昭和５６年１２月４日 

 （５）従業員数 

８９名 

 （６）業務内容 

・組合員の為にする森林の経営に関する指導 

・組合員の委託を受けて行う森林の施行及び経営 

・組合員の所有する森林の経営を目的とする信託の引受け 

・病害虫の防除その他組合員の森林の保護に関する施設 

・組合員の行う林業その他の事業及びその生活に必要な資金の貸付け 

・組合員の行う林業その他の事業及びその生活に必要な物資の供給 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市林業総合センター 

（都城市早鈴町５０８５番地） 

 敷地面積：５，８３５．９㎡ 

 延床面積：４９０㎡ 

 

 （２）業務概要 

   ①施設の管理運営に関すること 
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   ②施設の利用許可に関すること 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書のとおり 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 

   ①申請団体数 

    １団体 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和５年５月２６日          第１回選定委員会開催 

令和５年６月１日～令和５年７月３日  募集（広報都城６月号への掲載） 

    令和５年７月２４日          申請書類受付 

    令和５年８月２１日          第２回選定委員会開催、書類審 

査・面接審査 

    令和５年９月１日           選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者     １人 

税理士     １人 

司法書士     １人 

宮崎県職員     １人 

施設利用者代表     １人 

市課長職     ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和５年８月２１日に都城市指定管理者候補者選定委員会において、書類審

査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・選考（総合得点方

式）を行った結果、以下の理由で都城森林組合が指定管理者として適正である

と判断しました。 

  

「選定基準１ 市民の平等な利用が確保されること」 

・施設の設置目的を十分に理解した管理運営が提案されていること。 

・意見箱を設置し、常に利用者の意見を取り入れる姿勢があること。加えて利 

用者へのアンケートを実施していること。 

 

「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 
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・SNS を活用した情報発信を定期的に行っていること。 

・物価高の現状の中でも利用者のことを考え、利用料金が低価格に設定されて

いること。 

・施設パンフレットを更新し、イベントでの配布など利用者増に向けた提案が

あること。 

・林業団体と連携し、利用者増のための取組が提案されていること。 

 

「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

・これまでの実績を踏まえた経費配分の提案となっていること。 

・適切な管理運営と経費配分の工夫により、経費を抑えられていること。 

 

「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を

有していること」 

・団体自体の財務状況も良好であること。 

・これまでの実績が、低コストでの運営の根拠となっていること。 

・安定した運営が行われており、これからも十分な管理運営が期待できること。 

・法的な資格要件等を十分に理解し、外部講師を招いてのコンプライアンス研 

修を実施していること。 

 

「選定基準５ 地域に貢献する取り組みが確保されていること」 

・ハローワークを活用し、地域雇用の意識を高く持っていること。 

・施設内のみならず、周辺地域の草刈りやごみ拾い等も計画されていること。 

 

「選定基準６ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 

・これまでの実績から十分に基準を超えて活動されていること。 

・林業従事者への安全研修会を計画するなど、施設の設置目的にも合った提案

がされていること。 

 

 （４）選定委員会における主な意見 

  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、施設の特性を考慮し利用者増への取り組みや林業従事

者に対する提案に関する項目に重点的に配点を行った。 

  〈指定申請書記載事項について〉 

   ・候補者からの提案である SNS を活用した広報や、しいたけ駒打ち体験の実施

については、施設の利用者の増加等が見込まれ、期待される内容であった。 

   ・管理体制についても、安定的な運営が期待できる提案である。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 
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選定結果 

選定基準 配点 
採点結果 

審査項目 
一人当た

り配点 
審査内容 

都城森林組合 

１．市民の平等な利

用が確保されるこ

と 

２１０ １６５ 

管理運営

方針等 
２０ 

市の管理方針を認識しているか。 

公の施設の設置目的を理解しているか。 

申請団体の経営モラルは適切か。 

環境に配慮した取り組みをしているか。 

平等利用 １０ 

利用申込等が平等な利用を確保する提案がされている

か。 

相談や苦情等の対応が提案されているか。 

２．事業計画の内容

が施設の効用を最

大限に発揮するも

のであること 

３５０ ２６０ 

利用の促

進 
２５ 

住民ニーズに基づく利用者増の提案がされているか。 

利用者増のための広報・PR 対策を提案しているか 

関係団体や地域住民との連携、交流の提案がされている

か。 

サービ

ス・利便

性の維持

向上 

２５ 

利用者サービスの向上について提案がされているか。 

施設の維持管理、安全管理を的確に行えるか。 

施設の設備、機能等の有効活用について、提案がされて

いるか。 

適切な利用料金の提案がされているか。 

３．経済的な管理運

営が図られ経費配

分が適正であるこ

と 

７０ ５５ 経費配分 １０ 

具体的な管理業務の効率化が提案されているか。 

適正な経費配分の考え方について提案されているか。 

-
1
4
6
-



 

４．事業計画に沿っ

た管理を安定的に

行う物的能力及び

人的能力を有して

いること 

３１５ ２４４ 

物的能力 ２０ 

安定した運営が可能な申請団体の財務状況か。 

類似施設を良好に運営した実績があるか。 

収支計画の積算根拠が明確で、実現可能なものか。 

収支計画と事業計画の整合性は図られているか。 

人的能力 ２５ 

組織体制、勤務体制、責任体制が確立されているか。 

利用団体の指導及び育成支援の提案がされているか。 

業務従事者の指導育成、研修体制及び接遇向上のための

提案がされているか。 

個人情報保護、情報公開及び労働法令等について十分認

識しているか。 

まちづくりへの熱意、地域団体や地域住民等との融合

性、高齢者、障がい者雇用への配慮があるか、利用状況

の把握 

５．地域に貢献する

取り組みが確保さ

れていること  

１０５ ８９ 地域貢献 １５ 

都城市内に本店を有するか。 

地域雇用の考え方が示されているか。 

地域貢献の取り組みが示されているか。 

６．その他、公の施

設を管理させる個

当たり必要な基準 

１４０ １０８ 

センター

設置目的

の推進 

２０ 

林業従事者の諸研修、実技訓練等について提案がされて

いるか。 

林業者担い手の育成強化のための提案がされているか。 

合計 １，１９０ ９２１  １７０  

〈参考〉：提案金額

（単位：千円） 
１，８５２千円 （令和６年度） 

  ※提案金額をそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算査定等を経て市議会の議決により決定するものです。 

-
1
4
7
-
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地域振興部 高城総合支所地域生活課 

 

都城市高城多目的研修集会施設指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市高城多目的研修集会施設の指定管理者については、次のとおり候補となる団

体を非公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることになります。 

 

１ 指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

四家地域自治公民館連絡協議会 

 （２）代表者名 

連協長 臼井 一喜 

 （３）所在地 

都城市高城町四家１８０１番地 

 （４）設立年月日 

平成２３年７月５日 

 （５）役員数 

４人 

 （６）業務内容 

体育・スポーツ事業（四家地域内の自治公民館のレクリエーション等の開催） 

    四家地区運動広場の維持管理 

 

２ 指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 

 

３ 施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市高城多目的研修集会施設 

（都城市高城町四家１１３１番地３） 

 敷地面積：２１８９．８０㎡ 

 延床面積：６１２．５６㎡ 

 

 （２）業務概要 

   ①管理施設の利用許可、利用許可の取消し等、利用の制限及び原状回復に関す

ること 

   ②利用料の徴収に関すること 

   ③施設等の維持及び小規模修繕に関すること 

   ④施設等の管理及び運営に関する業務のうち、市長のみの権限に属する事務を
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除く業務に関すること 

 

４ 事業計画の概要 

（１）市民の平等な利用に関すること 

   ア 利用者の貸し出し等の問い合わせに随時対応できる体制を整備する。 

   イ 利用者の相談や苦情等を受け付ける体制を整備する。 

（２）施設効用の発揮に関すること 

   ア 地域団体であることから、修繕対応や清掃等の要望があった際に速やかに

対応する。 

   イ 地区の社会教育団体や都城市スポーツ推進委員と連携し、定期的なスポー

ツ教室を開催する。 

   ウ 利用料金（案）については、条例に準拠し設定する。 

（３）経済的な管理運営に関すること 

   ア 利用者への周知を徹底し、節電、節水等に努める。 

   イ 定期的な清掃や小規模修繕等による適切な維持管理を実施する。 

   ウ 消防設備保守点検業務は宮崎ラビットポンプ有限会社都城営業所へ、浄化

槽維持管理業務は九州環境エンジニアリング株式会社へ、浄化槽清掃業務

は株式会社都城北諸地区清掃公社へそれぞれ委託する。 

（４）安定的な施設の管理運営に関すること 

   ア 四家地域自治公民館連絡協議会の役員による管理体制により地元ニーズを

把握し、施設維持管理及び貸館運営に反映する。 

   イ 個人情報保護及び情報公開法を遵守する。 

（５）地域への貢献に関すること 

      四家地域自治公民館連絡協議会が所有するトレーニングマシンを施設内

で無償利用できる環境を整えることで、利用者に対しより良い健康づくり

の機会を提供する。 

 

５ 選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

    地元の団体が管理運営することで、利用者の利便性の向上や住民自治意識の

向上、地域協働の推進等が図られるものであり、その受け皿となる団体が、地

元の自治公民館で構成された当該団体しかその地域に存在しないため。 

 

 （２）申請書類の審査結果 

  ・市民の平等な利用の確保について 

    利用者からの問い合わせに対応できる体制づくりに努めている。 

 

  ・施設の効用の最大限の発揮について 

    地域スポーツの拠点施設として、関係団体及び利用者との連携や交流の提案
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がなされている。 

 

  ・経済的な管理運営と適正な経費配分について 

    利用者に節電、節水を呼び掛けることで光熱水費の削減等の経済的な管理運

営が図られる。また定期的な清掃や小規模修繕等の維持管理を当該団体が行う

ことで、経費削減及び迅速な対応を行えることが期待できる。 

 

  ・管理運営能力について 

    組織基盤、財務状況も安定している。 

    当該施設は地域住民に利用されており、地域組織である当該団体が管理運営

を行うことで、効率的な施設の管理運営が期待できる。 

 

  ・地域に貢献する取組の確保について 

    当該団体が所有するトレーニングマシンを無償で利用させることにより、地

域住民の健康増進の機会を増やすことが期待できる。 
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   商工観光部 商工政策課 

 

都城市職業訓練センター指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市職業訓練センターの指定管理者については、次のとおり候補となる団体を非

公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    職業訓練法人都城地域職業訓練協会 

 （２）代表者名 

    会長 田中 徹 

 （３）所在地 

    都城市年見町１３号１１番地 

 （４）設立年月日 

    昭和４５年３月２７日 

 （５）従業員数 

    ２６名（常勤６名、非常勤２０名） 

 （６）業務内容 

    ① 会員の雇用する労働者に対する認定職業訓練を行う。 

    ② 求職者に対する認定職業訓練を行う。 

    ③ 施設を他の事業主の行う職業訓練の為に使用させ又は委託を受けて 

他の事業主等に係る労働者に対して職業訓練を行う。 

    ④ 職業訓練に関する情報及び資料の提供を行う。 

    ⑤ 職業訓練に関する調査及び研究を行う。 

    ⑥ 職業紹介事業を行う。 

    ⑦ その他職業能力の開発の促進に関し必要な業務を行う。 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 
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３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市職業訓練センター 

（都城市年見町１３号１１番地） 

 敷地面積：３，１１１㎡ 

 延床面積：１，０２２．３１㎡ 

      （普通教室、実習室、相談室、 

事務室、倉庫、便所 等） 

 

 （２）業務概要 

   ①職業能力開発促進法に基づく認定職業訓練その他職業訓練に関する業務 

   ②施設の維持及び修繕に関する業務 

   ③その他施設等の管理及び運営に関する業務 

 

４．事業計画の概要 

  別紙事業計画書のとおり 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

   ① 都城地域職業訓練協会は職業訓練等の実施に関し、専門的かつ高度な技術、

ノウハウ等を有し、また、当該施設の指定管理者として、これまでの実績も

ある。 

   ② 施設の清掃、庭木の剪定及び簡易修繕等は、全て職業訓練の一環として当

該協会で実施しており、当該協会がセンターを引き続き管理委託することに

より、委託料は発生せず、経費削減も図れる。 

   ③ 市内に、木造建築、左官タイル施工、建築塗装、造園、建築配管に関する

訓練科目があるのは、当該協会しか存在しない。 

 

 （２）申請書類の審査結果 

  ・市民の平等な利用の確保について 

    市民の誰もが職業訓練の機会を得られるよう、様々な広報媒体を活用した訓

練生募集、訓練期間中の訓練生に対するサポート体制、アンケート等の実施に

よるサービス向上の取組、相談や苦情等への迅速かつ誠実な対応が提案されて

おり、高く評価できる。 

 

  ・施設の効用の最大限の発揮について 

    利用促進を図るため、施設利用案内書の作成やホームページの充実、利用者

及び事業所の訓練内容に対するニーズ把握、受講しやすい訓練環境作りのため

の修繕等による施設整備や環境美化計画が提案されており、高く評価できる。 
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  ・経済的な管理運営と適正な経費配分について 

    隣接する都城市カンガエールプラザの管理運営を受託していることによる訓

練会場の使用料等の経費縮減、職員・訓練生による施設の清掃、訓練生の実習

による構内の樹木剪定や軽微な補修、修繕等の実施が提案されており、施設管

理に係る委託料等の縮減が期待できる。 

 

  ・地域に貢献する取組の確保について 

    勤務する職員について優先的に地元雇用を行い、高齢者・障がい者雇用につ

いても取り組むほか、周辺地域の環境美化や災害時の敷地開放などの近隣住民

に貢献する取組を行うなど高く評価できる。 

 

  ・管理運営能力について 

    組織基盤、財務状況も安定しており、現在の都城市職業訓練センターの指定

管理者としての実績もあり、高く評価できる。 
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環境森林部 環境施設課 

 

志和池中央ふれあい広場指定管理者候補者選定の概要 

 

 志和池中央ふれあい広場の指定管理者については、次のとおり候補となる団体を非

公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    志和池地区環境整備対策協議会 

 （２）代表者名 

    会長 東郷 泰公 

 （３）所在地 

    都城市上水流町１９５２番地３ 

 （４）設立年月日 

    平成２年１０月１日 

 （５）従業員数 

    ２８名 

 （６）業務内容 

    処分場処理水の水質検査立会、処分場施設周辺の環境監視 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

志和池中央ふれあい広場 

（都城市上水流町１９５２番地

３） 

 敷地面積   ：  ３１，９７１㎡ 

 パークゴルフ場：  １６，００７㎡   

 遊具広場   ：   ４，６１１㎡   

 多目的広場  ：   ３，９７９㎡ 

 管理棟     ：      ７１㎡ 

 駐車場     ：   ２，６２５㎡ 

 遊歩道     ：   ２，１６７㎡ 等 

 

 （２）業務概要 
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①管理施設の利用許可、行為の許可、利用許可の取消し等、利用禁止又は制限及

び原状回復に関する業務 

②利用料金の徴収及び納入に関する業務 

  ③施設等の維持及び小規模修繕に関する業務 

  ④施設等の管理及び運営に関する業務のうち、市長のみの権限に属する事務を除

く業務 

 

４．事業計画の概要 

  ・地域密着型の拠点施設として、地区の各種団体等との連携を強化し、利用者主

体のサービス提供に努めるとともに、定期的な大会を開催するなどにより利用

者の増加に取り組む。 

  ・節電、節水に取り組むとともに、小規模な修繕や除草作業を指定管理者で行う

などにより経費の節減に努める。 

  ・これまでの指定管理で培った芝管理経験を活かし、芝を常にきれいな状態で維

持することで利用者の評価と満足度を向上させる。 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

    地域密着型の施設で地域協働の推進等が期待でき、かつ、その受け皿となる

団体がこの地域に当該団体しか存在しないため 

 

 （２）申請書類の審査結果 

  ・市民の平等な利用の確保について 

市の管理方針及び施設の目的を認識し、利用者からの申請を平等公平に受付

し、利用者間の調整を図ることを提案されている。 

  ・施設の効用の最大限の発揮について 

自治公民館や民主団体等へ広報・ＰＲしながら利用者の増加に取り組むこと

を提案されている。 

  ・経済的な管理運営と適正な経費配分について 

草刈り、除草作業等の管理業務を指定管理者が行うことで経費節減に努める

ことを提案されており、また、施設の不具合を早急に発見し、小規模な修繕を

指定管理者が行うことで経費節減に努めることを提案されている。 

  ・地域に貢献する取組の確保について 

地域の各種団体と連携を図り、定期的なパークゴルフ大会、各種イベントな

どを実施し、地域の子供から大人まで楽しめる地域交流の場を創出することを

提案されている。 

  ・管理運営能力について 

指定管理者の母体が志和池地区自治公民館連絡協議会であり、組織基盤がし
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っかりしている。緊急時の連絡体制も整えられている。したがって、安定的な

維持管理が期待できる。 
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   商工観光部 みやこんじょＰＲ課 

 

関之尾公園指定管理者候補者選定の概要 

 

 関之尾公園の指定管理者については、次のとおり候補となる団体を非公募により選

定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和５年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    株式会社スノーピーク 

 （２）代表者名 

    代表取締役 会長兼社長 執行役員 山井 太 

 （３）所在地 

    新潟県三条市中野原４５６番地 

 （４）設立年月日 

    昭和３９年１月９日 

 （５）従業員数 

    ７１４人（令和５年８月１日時点） 

 （６）業務内容 

    ・アウトドア製品の開発・製造・販売 

・アパレル製品の開発・製造・販売 

・アーバンアウトドア事業 

・キャンピングオフィス事業 

・地方創生事業 

・グランピング事業 

 

２．指定期間 

  令和６年４月１日 ～ 令和１１年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

関之尾公園 

緑の村 

（都城市関之尾町６６１５番

地２） 

管理棟（延べ面積８４３.５３㎡） 

コテージ（延べ面積１０３.６８㎡）×３棟 

コテージ（延べ面積１０３.６８㎡）×１棟（バリ 
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 アフリー） 

トレーラーハウス（延べ面積７４.２０㎡）×５台 

サニタリー棟（延べ面積７２.９０㎡） 

プール（大プール、小プール、更衣室）、取水施設、

倉庫、トイレ 

関之尾茶屋 

（都城市関之尾町６８４３番

地７） 

関之尾茶屋（延べ面積１２３.９３㎡） 

北前キャンプ場 

（都城市関之尾町６８３６番

地） 

管理棟（延べ面積１１８.８７㎡） 

サニタリー棟Ａ（延べ面積１３８.２４㎡） 

サニタリー棟Ｂ（延べ面積７４.８８㎡） 

ちびっこ広場 

（都城市関之尾町６６６１番

地１） 

トイレ 

 

 （２）業務概要 

   ①施設等の利用調整・許可、利用の取消し等、利用の制限、原状回復に関する

業務 

   ②施設等の維持及び修繕に関する業務 

   ③樹木の剪定、草刈、施設等の管理及び運営に関する業務 

   ④休憩、展望施設の無料開放及び地域の観光、文化及び産業等の案内の業務 

 

４．事業計画の概要 

 （１）市民の平等な利用が確保されること 

   ①管理運営方針等についての提案 

    ・関之尾の自然、都城の魅力を発信する拠点としての施設運営 

    ・情報発信の強化による交流人口の拡大 

    ・周辺施設や地元事業者との連携による地域の活性化 

 ②市民の平等利用の確保についての提案 

    ・地域に根差したイベントの開催や非キャンプ愛好家でも利用しやすいプラ

ンの展開 

    ・不公平のない対応と老若男女問わず利用しやすい施設運営 

 ③相談や苦情等への対応についての提案 

 ・全国８拠点での運営実績を活かしたトラブル、苦情の情報共有及び対応 

 （２）事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであること 

   ①サービス・利便性の維持向上を図るための提案 

    ・８つのキャンプ場運営において効果があったサービス等の水平展開 
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    ・利用者アンケートの通年実施による利用者ニーズの把握 

 ②利用者を増やすための工夫についての提案 

    ・各種イベント開催による幅広い顧客層へのアプローチ 

    ・キャンプ用品のレンタルや手ぶらキャンププラン等の展開 

    ・企業や各種団体等の研修及びレクリエーションの誘致 

（３）経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること 

①経費節減等についての提案 

   ・外部委託する業務の削減及び効率化 

   ・季節変動を考慮した弾力的な人員の雇用 

   ・運営する全国のキャンプ場の経費削減策の共有 

②清掃・維持補修等に関する提案 

   ・保守点検の年間計画に基づく維持管理の徹底 

   ・こまめな点検及び修繕により大規模修繕を防ぐ 

 （４）事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を有しているこ   

   と 

①施設管理運営のための人員体制、連絡体制、勤務体制及び責任体制等につい 

ての提案 

 ・様々な業務に対応できるよう人員のマルチタスク化 

 ・施設店長を中心とした迅速かつ正確な連絡体制及び九州支社、本社への連

絡体制の構築 

    ・緊急事態に対応できる体制及び宿泊利用者の要望に対応できる体制の構築 

②職員の指導育成、研修体制についての提案 

    ・接客業研修、イベント研修、避難訓練等の職員向け研修の実施 

    ・顧客情報を取り扱うため、個人情報保護は特に重点おいた研修を実施 

 （５）地域に貢献する取組が確保されているか 

①地域雇用についての提案 

    ・準社員、アルバイトの市内からの積極的な雇用 

②地域貢献に関する具体的な取組についての提案 

 ・施設を活用した地域の特産品の販売とＰＲ 

 ・地域に拠点を持つ企業と連動したイベントの開催 

（６）その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準 

①観光施設として、県内外から観光客の集客を図る方法についての提案 

   ・広報宣伝（ＳＮＳ、メールマガジン、情報誌等）による施設の魅力発信 

②関係機関及び地域住民・団体との協働による各種イベントの開催等について 

の提案 

   ・地域の食品、酒造メーカーと連携したアウトドアでの試食、試飲イベント 

   ・祭りなどの地域イベントに積極的に関わり、地域と連動したイベント企画 
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５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

施設のリニューアル整備事業において、指定管理予定者として設計段階から

関与する方式の公募選定を実施していることから、非公募基準に定める「５．

PFI 等の活用により、一定期間、施設の管理運営する団体を指定する場合」に

該当するため。 

 

 （２）申請書類の審査結果 

   ・市民の平等な利用の確保について 

地域に開かれた施設運営として、各種イベントの開催や非キャンプ愛好家

でも利用しやすい手ぶらキャンププランの展開など、市民にも有益で利用し

やすい施設運営についての提案がなされており、全国での運営実績を活かし

た管理運営が期待できる。 

 

   ・施設の効用の最大限の発揮について 

     多拠点で同じキャンプ事業等を展開するメリットを活かした組織的なサー

ビスの向上が図られ、また、各種イベントの開催、企業や各種団体等の研修

及びレクリエーションの誘致等、施設利用者を増やすための工夫についても

提案がなされている。  

 

   ・経済的な管理運営と適正な経費配分について 

    施設、設備等の保守点検においては、外部委託する業務の削減及び効率化

を図るとともに、繁忙期と閑散期等を考慮した人員体制による人件費削減等

の提案がなされており、全国のキャンプ場運営ノウハウを活かした経費削減

策が期待できる。 

 

   ・地域に貢献する取組の確保について 

準社員、アルバイトの市内からの積極的な雇用について提案されている。 

また、地域に拠点を持つ企業の製品や地域の特産品の販売とＰＲの他、地

域の企業と連動したイベントの開催等、地域に貢献する取組についても提案

がなされている。 

 

   ・管理運営能力について 

当該団体は、全国８拠点でキャンプ場を運営しており、指定管理業務の実

績は十分にあることから、各拠点での運営ノウハウ等を活かし、管理運営を

安定的に行う能力を有している。 

 

   ・その他、公の施設を管理するに当たり必要な基準について 
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ホームページをはじめ、ＳＮＳやメールマガジン、情報誌等を活用した広

報宣伝による施設の効果的な魅力発信、及び各種イベントの開催等、観光施

設として集客を図る方法についての提案がなされている。 
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申請団体名 株式会社スノーピーク     

希望する施設名 関之尾公園         

  

主 要 業 務 実 績 

 

年 度 
業 務 名 

（施設名称等） 

業  務  内  容 

（業務概要・発注者等） 
受注額（円/税抜） 

2011 
スノーピーク 

箕面自然館 Campfield 

キャンプ場運営・キャンプ用品の

販売及びレンタル・キャンプイベ

ントの開催 

・発注者：大阪府箕面市 

指定管理料なし 

2015 
スノーピーク 

奥日田 Campfield 

キャンプ場運営・キャンプ用品の

販売及びレンタル・キャンプイベ

ントの開催 

・発注者：大分県日田市 

2021年｜9,454,545円 

2022年｜9,454,545円 

2023年｜9,454,545円 

2017 
スノーピーク 

十勝ポロシリ Campfield 

キャンプ場運営・キャンプ用品の

販売及びレンタル・キャンプイベ

ントの開催 

・発注者：北海道帯広市 

2021年｜8,413,383円 

2022年｜8,413,383円 

2023年｜8,413,383円 

2018 

・スノーピーク 

おち仁淀川 Campfield 

・スノーピークかわの駅おち 

キャンプ場運営・キャンプ用品の

販売及びレンタル・キャンプイベ

ントの開催・アクティビティ運営 

・発注者：高知県越知町 

2021年｜15,249,680円 

2022年｜13,537,068円 

2023年｜17,535,749円 

2019 
スノーピーク 

土佐清水 Campfield 

キャンプ場運営・キャンプ用品の

販売及びレンタル・キャンプイベ

ントの開催・アクティビティ運営 

・発注者：高知県土佐清水市 

2021年｜12,000,000円 

2022年｜ 8,000,000円 

2023年｜10,500,000円 

2023 
スノーピーク 

陸前高田 Campfield 

キャンプ場運営・キャンプ用品の

販売及びレンタル・キャンプイベ

ントの開催 

・発注者：岩手県庁 

2023年｜5,986,000円 

（備考） 

※ 過去３年間の主要実績業務について記入してください。 

（同様の施設管理実績がある場合は、これを優先して記入してください。） 

※ 業務内容欄には、業務の概要、発注者等について可能な限り詳細に記入してください。 

※ その他、申請団体の概要がわかる資料がある場合は、添付してください。 
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